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と　き　平成 30年 7月 1日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　  ところ　野瀬能舞台（山口市）
[ 報告 : 防府医師会　黒田　　豊 ]

　標記のごとく第 76回山口県医謡大会を開催し

ました。体調の問題もあり年々参加者が少なくな

りましたが、今回は鼓も加わり内容の濃いものと

なりました。借用しました野瀬能舞台は新築の日

も浅く白木造りの鏡板、舞台が美しく、会全体が

引き締まったものとなりました。白木の持つ清々

しく神々しい空間の中で、黒の紋付袴、白足袋に

身を包み、能舞台に端座し姿勢を正しくす

ると時空を超えた世界にワープするような

気がします。そこで白紙に一点の墨を置く

ように謡い、舞い始めると、えも言われぬ

世界に入ります。和歌、源氏や平家あるい

は伊勢物語などの世界に浸り、ひと時を遊

びます。そして、謡い終わると残心が余韻

を引き、無の時空へ decrescendo します。

　私見ですが、この残心こそが命で、終わ

りに洋式の拍手喝采はその場を台無しにし

てしまうようで感心しません。無の世界で

夢幻の世界に遊び、静かに無の世界に戻る。能に

は日本人の美意識の原点があるように思います。

県医師会の皆さまの中で、この様な体験をしてみ

たいと思われる方がおられましたら、是非とも参

加してみてください。

　秋風や白木の弓に弦張らむ　去来
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